
 
 

 

 

 

 

 

 

 

校種・学年 中学校・２学年 教科等 数学 

単元名 平行と合同 

単元の目標 

(1) 平面図形と数学的な推論についての基礎的な概念や原理・法則などを理解

するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・

処理したりする技能を身に付ける。          <知識及び技能> 

(2) 数学的な推論の過程に着目し、図形の性質や関係を論理的に考察し表現す

ることができる。            <思考力・判断力・表現力等> 

(3) 図形の合同について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強

く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返

って評価・改善しようとする態度を身に付ける。<学びに向かう力・人間性等> 

本時のねらい 
・星形五角形の内角の和を予想し、根拠となる図形の性質を明らかにして説明

することができる。            <思考力・判断力・表現力等> 

本時の 

評価規準 

 星形五角形の内角の和を予想し、根拠となる図形の性質を明らかにして説明

することができる。               【思考・判断・表現】 

 

事例の概要（見どころ） 

 本時は、全１３時間の８時間目となり、これまで第２学年で学んだ様々な角の求め方の総まと

めとして、既習事項を確認しながら、星形五角形の（先端の）内角の和を求める学習です。 

 導入場面では、前時で学習した「くさび形」の角の大きさを求める問題を教師が学習者用端末

に配付し、前時の内容をクラウド上に保存されているデータを確認に活用する等、前時の復習か

ら始まります。 

 課題設定場面では、教師がファシリテートしながら、既習事項のくさび形を基に星形五角形の

（先端の）内角の和を求めるといった授業展開を行っています。そのため、生徒が自分事として

捉え、主体的に課題に取り組む工夫を凝らしています。 

 課題解決場面では、個人で考える時間で、生徒自身が自己内対話を繰り返し、自由に席を移動

して教え合う時間を確保していたことにより、数学的な知識及び技能、数学的に表現するなどの

よさに気付いたり、根拠に基づいて説明したりする機会を充実させています。 

 

 

                                                                                     
 

 
 

                                   その他の P・I・A シートはこちら ↑  

 

授業改善リーフ「第３集」 

P･I･Aシート  
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

中学校 数学 編 ① 概要 

P･I･Aとは、 
Proactive（主体的な）、Interactive（対話的な）、Authentic（本物の）

Learning（学び）〔文部科学省パンフレットより 2021.3 発行〕の頭文字

をとったもので、「主体的・対話的で深い学び」を英語で表現したもの。 

発行：令和６年１月 
   埼玉県教育局南部教育事務所 
   https://www.pref.saitama.lg.jp/g2201/gakkou/pia.html 

https://www.pref.saitama.lg.jp/g2201/gakkou/pia.html


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇目標 星形多角形の内角の和を帰納的な推論や類推を用いて予想し、補助線や根拠となる図形の性質  

を明らかにして説明することができる。＜思考力・判断力・表現力等＞ 

〇準備 タブレット端末・大型モニタ・プレゼンテーション資料（復習問題と課題） 

    ※本時について、生徒にプリントの配付はなく、タブレット端末上で課題等に取り組ませる。 

〇展開（８／１３） 

学習活動 
教師の発問（◎） 

予想される生徒の反応（・） 

指導に生かす評価（◇） 
記録し指導に生かす評価（◆） 
支援（⇒） 
指導上の留意点（○） 

１ 既習事項の確認をす

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 ２ 課題を見つける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎このくさび形の∠ｘの大きさを求め

ましょう。 
・95° 
・55° 
 
 
 
 
 
◎前回の授業で、平行線の間にある折

れ線の角度を求め、その平行線の右

側をつけることで、くさび形ができ

ました。更に発展させるには図形を

どのように変形させればいいでしょ

うか。 
・真ん中の点Ｐを辺の外に持って行

く。 
・辺 BP と辺 CP を半直線 BP と半直

線 CP にする。 
 
◎折れ線を角と反対方向に延ばしてみ

ると、星形ができます。この図形を

星形五角形といいます。 
 

○クラウド型授業支援アプリを

使い、復習課題を配付する。 
○プレゼンテーションアプリケ

ーションを使用し、復習課題

を投影する。⇒前時の学習内

容を確認させる。 
 
 
 
○生徒の多くの考えを引き出し

ながら、本時の課題に迫るよ

う支援していく。 
⇒図形を縦に見せることで、星

形五角形を連想させやすくす

る。 
○プレゼンテーションアプリケ

ーションを使用し、実際に図

形の変形を見せることで、く

さび形と星形五角形を関連付

ける。 
○星形五角形は、同一線上に３

点以上ない５点を１点とばし

に結んだ図形であることも確

認する。 

課題を教師から示すのでは
なく、教師がファシリテート
し、課題を見つけることで、
課題に迫れるようにしてい
ます。 

電子黒板で既習事項を確認することで、黒板に
掲示する、プリントを配付するよりも、効率的
に振り返りを行っています。 

学習内容をノートの代わりにタブレ
ット端末に学習内容を蓄積している
ことで、ノート等にプリントを貼る時
間を短縮しています。 

° 

° ° 



 
 

 
 
 
 
３ 課題を設定する。 
 
 
 
 
４ 予想をする。 
 
 
 
 
５ 自力解決する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 伝え合いを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎何度になると予想できますか？ 
・１８０° 
・３６０° 
 
 
・くさび形を使い、３つの角を１カ所

に集めると 180°とわかる。 
・三角形の外角の性質を使い、小さい

三角形に角を集めると 180°とわか

る。 
・頂点を結び、五角形にして、五角形

の内角の和から、５つ分の三角形の

内角の和を引き、五角形の内角の和

を足して、180°と求める。 
 
 
 
 
 
◎互いの考え方を交流しあう時間を取

ります。自由に席を移動してくださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○既習事項を生かし、図形の中

で角を移動させ、様々な過程

で答えを導かせる。 
〇内側の図形を正五角形、外側

の三角形を二等辺三角形とし

てしまう生徒には、一般化を

させる。 
⇒この図形の中に、くさび形や

６個以上の三角形が隠れてい

ることを視覚的にアドバイス

する。さらに支援が必要な生

徒は、ワークシートに色で図

形を囲ってあげる。 
 
○自分の考えを伝える生徒は、

等しい角に印をつけ、視覚的

に確認しながら伝える。 
○自力解決できなった生徒につ

いては、何度も聞きに行って

よいこととする。 
⇒自席に戻り、解答をまとめて

いく。途中で忘れてしまった

場合は、何回も聞きに行くこ

とを許可する。 

自分自身の言葉で直感的な考
えを表すことにより、自分事
として課題を捉えさせていま
す。 

一人では気付かなかった新
しい視点をもたらし、根拠に
基づき筋道立てて説明する
ことで、数学的な知識及び技
能、数学的な表現などのよさ
を実感させています。 

自分自身の着想や思考を表
現することで、自己内対話を
繰り返し、反省的思考を生み
出しています。 

タブレットを活用することにより、繰り
返し試行錯誤することができるようにし
ています。 

§授業改善の視点（主体的な学び）§ 

 教師が課題に迫るようファシリテートしながら、課題を設定することにつなげていくことにより、単に出来上がった数学

を知るだけでなく、事象を理想化、抽象化して数学の舞台に載せていくよう促していくことが大切です。 

お互いに得意なところを認め合い、共感
的な人間関係を育成しています。 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 発表する。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎自分の考えを発表してください。 
 

◆どのように問題が解決できる

か根拠を明確にして、数学的

な表現を用いて説明すること

ができる。【思・判・表】（ワ

ークシート・行動観察） 
 
 
 
 
 
〇生徒の考えは、プロジェクタ

ーで掲示し、その考えがわか

るように、発表を聞きなが

ら、黒板に教師がまとめる。 

８ まとめる。 
 
 
９ 振り返る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎星形五角形の内角の和は 180°にな

りました。 
 
◎今日の授業を振り返り、ワークシー

トにわかったこと、感じたことを書

きましょう。 
・星形五角形の内角の和が 180°にな

る。 
・角度がわからなくても、文字を置く

ことで、図形の性質を使って、移動す

ることができる。 
 

 
 
 
◇星形五角形の内角を予想し、

根拠となる図形の性質を明ら

かにして説明することができ

る。【思・判・表】（プリン

ト・行動観察） 
〇学習全体を振り返り、他の学

習でも生かせるような考え方

や、次時以降にもつながる考

え方について共有する。 
 

 

§授業改善の視点（対話的な学び）§ 

 数学的に説明し伝え合う学習場面や発表する場面を設定することで、根拠を明らかにし、それに基づいて筋道立てて説明

する必要性を生み出し、数学的な知識及び技能、数学的な表現などの良さを実感する機会の充実を図ることが大切です。 

§授業改善の視点（深い学び）§ 

 数学的な見方・考え方を働かせながら、自分の考えをまとめ、その後、伝え合う活動の中で、説明したり説明を受けたり

としていき、解決策を考えていくことが大切です。 

§授業改善の視点（主体的な学び）§ 

 まとめ・振り返りについては、解決の過程や結果を振り返って、既習事項と関連付けて統合したり、本時の学びを発展的

に考察する場面を設定したりすることが、主体的な学びの実現においても大切です。 


